
○医療・福祉、教育分野における新たなチャレンジ
【玉造】私は、知事が１期目で成果を上げた「新しい豊かさ」や「新しい産業創出」によっ
て得られた果実を、医療・福祉分野及び教育分野における選挙公約の展開のために投資
することが必要と考えるが、知事はどのように取り組んでいくのか。
【知事】医療の分野では、医師確保と、健康長寿日本一に向けた取組を加速させていく。
福祉の分野では、障害のある人も暮らしやすい社会、日本一、子どもを産み育てやすい
県づくりを展開していく。教育の分野では、本県の将来を支えリードする多様な人財の育成が急務であり、子ど
もたちが、自ら考え、行動し、未来を切り拓く力を育む「教育改革」を加速させていく。

○東電福島第一原発事故に関する認識
【玉造】10 年前の東電福島原発事故に対する知事の認識を伺う。
【知事】原子力の安全に対する過信、安全神話があり、また、住民から見た安全・安心
の視点が大きく欠落していたと申し上げざるを得ず、改めて、原子力の利用にあたっ
ては、安全・安心の確保が何よりも優先されるということを再認識すべき大きな契機になったものと考えている。

○障がい者や高齢者の権利擁護
【玉造】県民が、福祉サービスに関する悩み、不満、苦情などを相談でき、ワンストップで的確な対応をとる「障
がい児者や高齢者の方々の視点に立った総合窓口」が大変重要と考えるが、県の取り組みを伺う。
【福祉担当部長】当事者間で解決困難な事案については、福祉サービス事業の苦情相談に係るワンストップの窓口
となる「茨城県運営適正化委員会」において、利用者やその家族等からの相談に応じ、必要な助言や調査、あっ
せんを通じて解決を図っており、一層の周知を通じて、問題事案の解決とサービスの質の向上が図られるよう取
り組んでいく。

○県立学校のエアコン利用料に関する保護者負担
【玉造】「茨城県県立学校授業料等徴収条例の一部を改正する条例」の改定に伴う、県立
学校のエアコン利用料に関する保護者負担の影響額について伺う。
【教育長】全日制課程で、現在の保護者の年間負担額 2,400 円を 600 円増額し、年額
3,000 円となり、年間の徴収総額は、現在の約 1 億 2 千万円から、約 3 千万円増加し、
約 1億 5千万円となる見込みである。

※この項目では、今後の新型コロナ対応や、新しい総合計画の方針についても質問しました。

※この項目では、東海第二原発再稼働に関する県民意見の把握や、広域避難計画の策定についても質問しました。

※この項目では、障がい者福祉施設での虐待問題への対応についても質問しました。

※県内公立小中学校でエアコン利用料を保護者から徴収している市町村はゼロであり、また、県立学校の電気代のうち
エアコンだけを保護者負担とする論拠が見当たらないことから、引き続き検討することが必要と判断し、採決は棄権し
ました。

1　知事の政治姿勢について

2　原子力行政について

3　福祉行政について

4　教育行政について

2021年10月20日　県議会予算特別委員会での質疑

いのちと暮らしを支える県政を！
医療・福祉・教育、原子力行政について質問
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　身近な市町村に比べ、県の役割は見えにくいと
言われます。
　しかし、今回の新型コロナウイルス感染症で各
都道府県知事の発表が注目され、公衆衛生や保健
福祉の分野で県の大きな役割があることを再認識
させられることになりました。
　茨城県は、企業誘致に力を入れ、進出企業数は
全国トップクラスにあります。また、1人あたり
の県民所得は2年連続で全国6位になるなど、地
域経済にとっては期待の持てる材料がたくさんあ
ります。
　そのような状況を背景として、県民が豊かさを
実感できるかどうかが、いま県政に問われます。
　医療や福祉、そして教育の量的充実はもちろん
のこと、例えば新型コロナで面会や看取りが叶わ
なかった患者さんやご家族にオンライン面会を可
能にする体制を整備したり、学校が休みになった
とき、ひとり親世帯など、すべての保護者が安心
して子育てと仕事を両立できる環境をつくったり
することが大切です。
 一人ひとりが「茨城に住んでよかった」と感じ
ることのできる政策を実現するため、私は、これ
からも県民の皆さんとともに、あたたかく、優し
い県政をめざし、活動していく所存です。
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地域医療と暮らしを支える県政へ
新型コロナウイルス感染症拡大から、丸2年が経過しました。
立憲いばらきは、感染症対策をはじめとする保健医療体制を充実させ、いのちを守る政策の
実現を図るとともに、暮らしや地域経済を支える対策を講じるため、引き続き県民の皆様の
思いを県政へ届けてまいります。

立憲いばらき通信　
茨城県議会・立憲いばらきの政策と活動を紹介します

茨城県議会
202２年 春号

発行元：茨城県議会・立憲いばらき 〒310-8555 水戸市笠原町978-6 茨城県議会・立憲いばらき控室 この会派報は、県議会政務活動費により作成・配布しています。

　11月19日、茨城県保険医協会の高橋秀夫副会長とともに、茨城県保健福祉部に対し、新型コロナウイル
ス感染症の第 6 波を見据えた医療提供体制整備について要請と懇談を行いました。
　今回の保険医協会の要請は、①新型コロナウイルス感染症患者に適切な医療が提供できるよう、人材・
病床の確保を行うこと、②新型コロナウイルス感染症・自宅療養者の支援について、市町村や地域の医師と
の情報連携を強化することを求める内容で、県内医療
機関のアンケートをもとに取り組まれたものです。
　厚生労働省は各都道府県に対し、これまでの新型コ
ロナ感染症の状況を踏まえた「保健・医療提供体制確
保計画」の策定を求め、茨城県でもこの計画に基づい
て、保健所等による療養調整を含めた総合的な保健・
医療提供体制の構築を図ることになります。
　立憲いばらきは、今後とも医療現場の声を大切にし
ながら、いつでも、どこでも、だれでも安心できる地
域医療の実現をめざします。

次の感染症拡大に備え医療体制整備を
茨城県保険医協会と県へ要請

さらなる地産地消で、安心できる学校給食の実現を
保護者・生産者・行政とともにシンポジウムに参加

「県民アンケート」の回答集計（2021年7月～8月実施）

11 月 19日　県要請。右手前が吉添・県保健福祉部長、
左手前が高橋・保険医協会副会長、奥が玉造県議。

　12月16日、保護者や生産者、行政担当者の皆さんとともに
シンポジウムを開催し、オーガニック農産物の学校給食実現
に向けた意見交換を行いました。
　農業が盛んな茨城県において、子どもたちの食育の視点か
らも、一層の地産地消の推進と安全な農業生産を後押しする
政策展開が求められます。
　立憲いばらきは、引き続き消費者と生産者がともに安心で
きる食の確立に向けた政策活動に取り組んでまいります。

12 月 16日　オーガニック農産物の学校給食実現
に向けた懇談会。

皆様のご意見をお聞かせ下さい。
県 民 アンケート

※ご回答が必要な場合、表面の連絡先へのご記入をお願いいたします。
※このアンケートは政策活動にのみ使用し、
　個人情報の保護を厳守します。

Q1 あなたは、生活やお仕事の面で
新型コロナの影響を受けましたか？
□受けた　□受けない
□どちらとも言えない　□その他

Q3 新型コロナやその他のことで、ご意見や
お困りごとがあればご記入ください。

新型コロナで、お困りごとはありますか？Q2
□ある　□ない　□どちらとも言えない

保健医療に関することのうち

　・ワクチン接種 18.6％
　・検査の充実 14.5％
　・医療の充実 14.3％
　・感染症対策 9.9％

経済に関することのうち

　・事業者支援 8.0％
　・経済対策 7.6％
　・雇用対策 6.9％

生活に関することのうち

　・生活支援 9.3％
　・福祉政策 4.4％

Q あなたは、生活やお仕事の面で
新型コロナの影響を受けましたか？

Q 新型コロナに関して、
重要だと思う政策は？

保健医療に
関すること
57.3％

経済に
関すること
22.5％

生活に
関すること

13.7％

教育に関すること

4.0％
その他 2.5％

受けていない
17.5％

どちらでもない
11.7％

　立憲いばらきは、7月から8月にかけて水戸市と城里町で「第1回県民アンケート」を実施し、
120名の方からご回答をいただきました。
　このうち新型コロナで重要だと思う政策としては、ワクチン接種や検査体制の充実など「保健
医療政策」が57.3％、事業者支援や雇用対策などの経済対策が22.5％、生活支援・福祉対策が
13.7％、教育政策が4％などでした。
　立憲いばらきは、このアンケートを参考に予算特別委員会等での質疑や提案を行ってまいりま
した。引き続き皆様からのご意見をお待ちしております。

～ご協力ありがとうございます～

新型コロナ「県民アンケート」実施中
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受けた
70.8％
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